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ノ ド　　　　　　　 生 命 環 境 学 部 は

山 梨 大 学 の4 番 目 の 学 部 と し て　

平 成24 年 に 誕 生 し ま し た 。

こ の 新 し い 学 部 で 、自 然 と の 共 生 可 能 な

地 域 社 会 の 実 現 を 目 指 し て

い つし ょ に 学 び 、い つ し ょ に 伝 統 を

・||、　　　　　　　　　作 つ て い き ま し ょ う 。　　 。||--
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自然との共生可能な豊かな地域社会を

実現できる人材を育成します。

C:?

生命工学科
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生命環境学部での学び － ２

生命工学科(屁:)－4

地 域 食 物 科 学 科( －)-　　(

ワイン科学特別コース)37 ゛
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地 域 食 物 科 学 科

ワイン科学特別コｰ ス

Ｑ
悒

む

Ｈ 逗1 回1!!

実現するために必要となる生命科学、食物生産･ 加工、環境･エネル

ギー、地域経済･企業経営･行政に関し広い視野を持つ人材を自然と社

会の共生科学に基づき養成する｣ことを基本理念とし、4学科(生命工学

科、地域食物科学科、環境科学科、地域社会システム学科)で構成される

新しい学部です。自然と社会の共生科学の視点から、生命･食･環境･経

地 域 社 会システ ム学 科

観光政策科学特別コース

山 梨 大 学UNI
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就職活動時･卒業後に、１人の人間として社会生活をスムー

ズに送ることができ、他人と協力し、かつ切磋琢磨しながら、

よりよい人間関係が作り出せる大になるための基礎知識と

技能および知恵を学びます。

大学院への連続性を重視した基礎教育と専門教育を行いま

す。地域と連携したフィールドワークを始めとする実験･実習

重視の実践的な教育を受けます。



- 、゙

専門基礎科目を学んだ後、いよいよ生命･食･環境･経営に関す

る実践教育を受けます。また、広範で複合的な問題ヘチャレン

ジする意欲をもつ学生のために、他の学科の専門科目を履修

できる相互乗り入れ科目を設定しており、柔軟性のあるカリ

キュラムを履修することによって幅広い知識を学びます。

☆

舅MCULTy OF Li 随 恥D EN哨RONMENTAL yCiENCES’

OＱ
4 年次では、主に専門特別科目を履修し、実践的専門職業人

としての実技を修得する卒業研究を行います。また、特別

講義などを履修し、大学院へ向けた専門知識についても学

びます。

３
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カリキュラムの構成
進路を 見据えて学 ぶ

生命環境学部生命工学科

mobile ｓitｅ

実験実習を重視した実践的教育体制

■ 生 命 工 学 の 基 礎 知 識･ 技 術 を しっか り学 ぶ 。

○化学 ○生物学Ｏ微生物学 ○化学や発生工学の実験技術

・ バ イ オ サ イ エ ン ス 、バ イ オ テ クノ ロ ジ ー を 深く 学 ぶ 。

○遺伝子や細胞､生物機能に関する知識と技術 ○食品や医薬品の生産に役立つ知識

○食と健康､環境に関する知識と技術 Ｏ生物化学､培養工学､応用微生物学､遺伝子工学の実験技術

・ 有用物 質生 産、食 品生 産･加 工、組 織再 生などの分 野の 技術者･研 究者 になる。

○食品系製造業(食料､飲料､醸造等)○化学系製造業(医薬､化粧品､香料)

○医療系産業(機器､分析など)○環境産業(廃水処理､環境分析)Ｏ農業関係法人(JAなど)

○学術･研究機関○地方公務員○国家公務員○高校教員(理科)など

居宅

考昌之ご1な臨

■生命工学科の前身は昭和32 年設立の工学部発酵生 産学科まで遡ることができま

す｡ バイオテクノロジーとバイ オサイエンス分 野において十分な教育･研究実績が

あり､ すでに多くの卒業生を 社会に送り出しています｡ 前身学科の主な就職先は生

命工学科ホームページ(htlp:// ｗｗｗ.bt.yａｍａｎａshi.ａｃ.jp/)をご覧く ださい 。

１ 本学科につづく 大学院に修士 課程及び博士課程が設置されてお０､毎年 卒業生

の約7 割は修士 課程へ 進学します。

i=Ei;渠 搾攬 ｇＳ;i

型 面心‘IU:組みを解き明かす

最先端バイオ技術を学ぶ!
最先端のバイオサイエンスを基盤に

高い創造力をもって未来のバイオ産業を

担うことのできる人材を養成します。
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生命工学科では下記の教員が3つの分野で先端的な研究を行っています。4

年次に研究室に所属し、学部の集大成として卒論研究に取り組みます。

半数以上の学生が大学院に進学し、より高度な研究に携わっています。
二
Ｓ
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★ 微 生 物 利 用 工 学 研 究 室

准教授 ／大槻 隆司

バイオの世 紀と呼 ば れる現 在､ 人 類が 地 球 環 境

と共 存して発 展 するにはバ イオ技 術 が 必要 です。

私 達 は生 物 の 未 知 の 能 力を発 掘し､ その 機 能を

タンパク質 や遺 伝 子 のレ ベル で解 明し､ バ イオマ

ス活 用 技 術 へ 応 用 することで未 来 を豊 かにする

研 究を行 ってい ます。

★ 環 境 微 生 物 学 研 究 室

准教授／野田 悟子

自 然 環 境 中 に は多 種 多 様 な 微生 物 が 生 息し 、

動 植 物と共生 関 係を築い てい ます｡ 宿 主 生 物 の

環 境 適 応 や代 謝 に重 要な 役 割 を担っている 微

生 物 の 進化 的･ 生 態 学 的 特徴 の解 明 を通して、

環 境保 全 や資 源 利 用 に 寄 与 することを目指して

い ます。

★ 細 胞 培 養 工 学 研 究 室

教授／黒渾 尋　 助教／大貫 喜嗣

培養 工学 の観点 から､iPS 細 胞やES 細胞などの多

能性 幹細 胞を使った再生 医療 の実 用化を目指して

います。多 能 性幹 細 胞から効 率よく目的細 胞をつく

り出 すため､ 細 胞 の増 やし方( 増 殖 法) や 心筋 など

の 機能 細 胞に変 化させる技 術( 分 化 誘 導法)､ さら

に は細胞 の品 質評価 法の開 発を行っています。

★ 発 生 工 学 研 究 室

教授／若山 照彦　 助教／大我 政敏

マイクロマニピュレーターによる顕 微授 精 技術 やク

ローン動物 の作 出は､ 再生 医療 や農 業､ さらには宇

宙 時代の生 活を大きく変 える可 能性を秘 めています。

これらの技術 は発生 工学と呼ばれるもので､私たちは

この技術を駆使して従 来不可 能だった実験に取り組

むと同 時に､エキスパートの養成を目指していますO

★ 胚 環 境 研 究 室

教授／岸 上 哲士

胚の発生､よ､卵子の老化や培養環境､また｢核の ｉｌ ｔ、２

質｣ などの要因 により大きな影 響を受 けます｡ また胚

や胎 児の 環境 が個 体の 遺伝 子 発現 や性 質にまで

影 響することも明らかになりつつあります。私 達は、

哺 乳類 の個 体発 生 や個体 の性 質に 影響 を及ぼす

胚の仕 組みを明らかにする研究を行っています。

★ 応 用 微 生 物 学 研 究 室

准教授丿 山村 英樹　 助教／中川 洋史

微生 物は発酵 食品や 医薬品､ 廃 棄物 処理など様々

な産 業 で人々の 生活 を支えています。私 達は抗 生

物 質などの生 産菌 として有名 な放 線菌 の探 索と活

用､ 多 様な食 品産業 に欠かせない酵母の機 能開 発

を目指し､ 新規 分離 法の開 発や 遺伝 子解 析､さらに

ゲノムレベ ルの 幅広い領域 で研 究を行っています。

★ 生 理 活 性 化 学 研 究 室

助教／小久保 晋

動 植 物 と微 生 物 とは共 生 関 係 にありますが､ そ

こに は様 々な物 質 が影 響しています｡ 従 って､ そ

の 利 用 は病 気 治 療 や 作 物 の 増 収 に 繋 がりま

す｡ この観 点 から新 規 抗 酸化 物 質による治 療 や

腐 植 物 質 を用 い た新 た な植 物 栽 培 法 を研 究し

ています。

★ 蛋 白 質 構 造 生 物 学 研 究 室

教授／楠木 正巳　准教授／大山 拓次

タンパク質は生物の主要 成分のーつであり､酵

素や物質輸送､シグナル伝達など､生物の多彩な

機 能を実現する魅力的な分子です｡私達はタン

パク質 の複雑な立体構造を×線結 晶構造解析

法を使って決定し､生物の仕組みを理解する研

究を行っています。

★ナノバイオテクノロジー研究室

准教授／新森 英之

近年､ 生体の機能に倣った科学はナノバイオテクノロ

ジーという新分野へ発展しています｡そこで我々は､生体

機能を利用した新規な機能性材料･薬剤の開発を目指し

ています｡具体的には､多彩な物質工場である生物をミク

ロな科学的視点で解き明かし､人に役立つ医薬品やバイ

､` :　オセンサー.バイオマシン､生体適合材料等の開発研究

を行っています。

★ 創 薬 分 子 工 学 研 究 室

助教／川上 隆史

私達は､独自のバイオテクノロジーを用いて､ガン､アル

ツハイマー病､自己免疫疾患､高コレステロール血 症な

どの様々な病 気に対 する治療に役立 つ新 規ペプチド

医薬品( 分子標的治療 薬)を開 発する研 究を行ってい

ます｡ また､それらの医薬品化合物を創製するための新

しいバイオテクノロジーを開発する研 究も行っていますO

I七山
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生命環境学部地域食物科学科mobile
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基礎から応用、そして実践に繋がる新しいカリキュラム

・ 食 物 の 基 礎 知 識･ 技 術 を しっ かり学 ぶ 。

Ｏ果樹､農作物の栽培 ○微生物学 ○食品製造学 ○生物学Ｏ栄養学

■ 食 物 科 学 を 深 く 学 ぶ 。

○農産 物の生産 ○食 品製 造の科学

○食品 微生物 の分子生 物学的 解析と利 用

○食品 成分 の栄 養学と有 用成 分の利 用

■ ワインの 科 学を深く学 ぶ 。(

ワイン科学特別コース)

Ｏブドウ栽培､ワイン製造の技術

○ワインの成分の分析と利用

■食物科学や農学の知識･技術を食料問題の解決に活かす人材になる。

○食品産業､醸造産業○製薬産業○ワイン産業○果樹栽培業
○食品加工産業○農業生産関連産業○大学院○高校教員(農業)

居元

考７ おこここに

・ 人類は有史以来､ 食品を 作０続けてきました｡かつてないスピードで進む環境破

壊､そして人口増加､食物を取０巻く状況は大きく変化しています｡地域食物科学科

では､先端的な科学的手法を駆使した果樹や野菜の生産やワイン製造などの加工を

実践し､食料問 題の解決や食物の利用性と機能性を高める教育を行います。

・ 教育モデルとして｢ ワイン 科学特別コース｣を 設置し､ブドウ栽培･ワイン製造を専

門 こ研究する国内唯一の研究機関である｢ ワイン 科学研究センター｣ の歴史と実績

を活かして､専門的なワイン 製造技術を教育しワイン 製造業界で活躍できる人材を

養成します。

匹〃 - - ･ 匹

μi;ぷ 痢4111 頴

地域性に富むワイン科学特別コースを学科内に設置。
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ワインをはじめとする発酵 食品の製 造において､酵 母

や乳 酸菌 は様々な成 分の生 成を通して発 酵食 品 の品

質 に大きな影響を与えています｡我々はワイン醸造環 境

★ 発 酵 微 生 物 工 学 研 究 部 門

教授／柳田 藤寿　准教授／岸本 宗和　助教／乙黒 美彩･矢野 嵩典

膳 万怒7E

７

(ブドウ園､ワイナリー)や自然界(

湖､花)から酵母や乳酸菌などの

有用微生物を探索し､微生物の

持つ未知の能力を解明すること

で､ワインや発酵乳飲料など個性

豊かな発酵食品の開発を目指し

研究を行っています。

- ●` ^
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地域食物科学科では、4年次に研究室に配属され、食物やワインに関する卒業論文研究

に取り組みます。下記の6 つの研究室があります。園芸学、食品製造学、食品栄養学、果実

遺伝子工学、機能成分学、発酵微生物工学について研究を行います。
が
り

１ １ １ １ １ １・ ・

★ 園 芸 学 研 究 部 門

教 授 ／ 村 松 昇　 准 教 授 ／ 矢 野 美 紀

食 は､私 達に心身 の健康と豊かな生 活をもたらす大

切な存 在です｡しかし､近 年､ 食 の安 全を脅 かす事 件

や､異 常気 象による農作 物 被害 が多 発し､多くの 人が

食に関する不 安をつのらせています｡当 研究室 では､安

全な食物 を安 定 的に供 給 するシステムの構 築を目指

し､情 報 通信 技 術の 農業 へ の利 用を検 討しているほ

か､植 物工 場 の利用､これまで生 産 が少なかった果樹

品目の栽培 など､最 新技 術を用い た新 たな農業 に向け

た研 究 に取り組 んでいます｡また､農薬 や化 学 肥料 を

使わず､ 土壌 微生 物 の働きを高 める野 菜の 栽培 法 の

研 究も行っています。

★ 果 実 遺 伝 子 工 学 研 究 部 門

教 授 ／ 鈴 木 俊 二　 准 教 授 ／ 山 下 裕 之

果実 遺伝子工 学研究 部門では､｢ 美味しいブドウをつ

くる･手間をかけず栽 培する｣をキーワードに､基礎研 究お

よび応用研 究を行っています｡｢ 美味しいブドウをつくる｣

ために私たちは分子育 種と古 典的な交 雑育種を組み合

わせて､香りに特 徴をもち､着 色性 に優れ､高品 質でか

つ病 気に強い理 想的なブドウの 育成を目指しています。

また､｢ 手 間をかけずに栽培する｣ためにはブドウの樹 の

形にこだわり､省力的､ 高品 質安定 生産が可能となる新

整枝･せん定法を研 究しその有利 性を明らかにしていま

すOさらにもともと自然界に生 息する微 生物を活用してブ

ドウを病 害虫などから守る農薬 の開発も行っていますO

★ 機 能 成 分 学 研 究 部 門

教授／奥田徽 准教授／久本雅嗣 助教／斉藤史恵　 １71Lji

ワインの｢ おいしさ｣は｢色｣｢ 香り｣｢ 味｣ が三位 一体

となってつくりだしています｡ すなわち､｢ おいしい｣ ワイン

を造るためには､｢ 色｣｢ 香り｣｢ 味｣ に関 わる成 分 の化

学構造 や性質､ 生成 する要因を科 学的に解明 すること

が重 要です｡ 私たちは､醸 造中 や熟成 中に､どのような

成 分 がどのようなメカニズムで抽 出･生成されるのかを

解析し､より優 れた醸造 技術 へ の応用を目指していま

す｡ また､人がおいしさを感じるメカニズムについても注

目しています｡嗜 好性 や生 体調 節効 果を持つ化 合物を

利 用 することで､より魅 力のあるワインを造ることを目指

し､研 究に取り組んでいます。
．ｔ ｌｊｔ｡ し
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★ 食 品 製 造 学 研 究 部 門

教 授 ／ 谷 本 守 正　 准 教 授 ／ 三木 健 夫

食 べ物 のおいしさ､食 べやすさに直 結する､ 食品 の

食 感 や製造方 法 に関 する研 究をしています｡ 様 々な加

工条 件による食 品の性 質を､食品 の物 性と構 造 の両

面 から解析し､新 たな食 品価値 を創造します。

また､ 酵母 の遺 伝子 に関する研 究を行っています。

発 酵食 飲料 製造 に欠かせない｢ 酵母｣ の性 質は､遺 伝

子 の相 互作 用によって生じています｡ 遺 伝子を構 成す

るＤＮＡ配 列を多面 的に解 析し､様々な情報を得 ること

により｢酵 母｣ の持 つ高 次機 能についての研究( 高 浸

透耐性､ アミノ酸資 化性､ 細胞 外タンパク質 機能 等)を

行っています。

★ 食 品 栄 養 学 研 究 部 門

教 授 ／ 望 月 和 樹　 助 教 ／ 山 下 さ や か

私たちは､毎日 食物 から多くの 栄 養 素を摂 取して生きていま

す｡ これらの栄 養 素 には､エネルギー源 となる栄 養素( 糖 質､ 脂

質､ タンパク質 など)､体 を形 作る栄 養 素(タン パク質､ﾐﾈﾗﾙ な

ど)､代 謝を助 ける栄 養 素(ビタミン､ﾐﾈﾗﾙ など)などがあります。

健 康 な生 活を営むために､これらの 栄 養 素の 適 正な摂 取 が必

要となりますOさらに､ 近 年では､これらの栄 養 素 に区 分されない

食事 因子( 食 物 繊維 や､ 抗酸 化 食品 成 分など)も私 たちの体 に

とって大切 な役 割を担っていることが わかってきましたO 食 品栄

養学 研 究 部 門では､食 生 活と密 接に 関 連している疾 患( 生活

習 慣 病 やアレル ギー疾 患) の予 防 を目標に､ 栄 養 素 および 食

事因 子 の 役 割 を探 求 す ることを目標 に 研 究を行っています。

地域食物科学科は、食物( 食品製造、食品栄養、園芸) およびワイン製造に関する知識･技術( 微生物、機能成分、果実遺伝子) を学べ

る新しい学科です。バイオテクノロジーを駆使した果樹や野菜等の農産物の栽培、食品製造の科学的理解、栄養･有用成分の解析と

利用、ワイン製造技術等を課題に、食物生産から食窟ilil造までのプロセスを包括的に学びます。
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環境についての自然科学的な理解を基に、環境計測や環境管理のための

知識と技術を総合的に学ぶ。

・ 環 境 科 学 の 基 礎 知 識･ 技 術 をしっ かり学 ぶ 。

○物理学 ○化学 ○生物学 ○地球科学 ○情報処理 ○科学英語

Ｏ自主ｾﾞﾐ(= 学生が自主運営する実験活動･勉強会 等)

・ 環 境 の 調 査 技 術 を 深 く学 ぶ 。

Ｏ大気､水､土壌のサンプルの採取と分析

○生物､生態の観察と調査

○水や物質の移動の計測 他

・ 環 境 の 管 理 手 法 を 深 く学 ぶ 。

Ｏ地理情報システムなどの環境情報解析

○環境影響予測技術

○汚水処理などの環境保全技術 他

・ 環 境 負 荷 を 減 ら し 自 然 環 境 に 貢 献 で き る 人 材 に な る 。

○ 環境系コンサルタント企 業(調査･予測･評価､ 計画･設計･管 理)Ｏ 企業 の環境管理 部署○ 環境バイオ産 業

Ｏ 国家 公務員､地方 公務員○ 環境ＮＧＯ､ＮＰＯＯ 食品 産業､ 製 薬産業○ 情報産業 ○大 学院○ 高校教員 他

居宅

壱訂茫茫ここに

・ 環境科学に関する幅広い視野と

実践的な能力を養う ために､学科

の教育と研究指導を担当 する教員

グループは､ 環境に係わる物理学･

化学･生物学･地球科学･情報科学に

加え､ 水文学や水質学等に基づく

環境管理や持続可能な環境技術の

開発など の様々な 分 野のエキ ス

パートによ０構成さ れています。

μRl ｑl?駈ぶ;!

し

る人 材を養成します。
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・ 環境科学科の研究テーマ

廃食用油からﾊﾞｲｵ ﾃﾞｨｰ ｾﾞﾙ燃料を精製

竹内 智 教授

家庭や給 食､ 食堂 などで

使用された廃 食用油を軽

油代替 のバイオディーゼ

ル燃 料にリサイクルし､日

常的に活用するための研

究に取り組んでいます。

鈴木 保任 准教授

川の水などの 環境試料 、

セメントなどの工 業材 料

に含まれている成 分を分

析 できる､ 小型 の装 置を

開発し､ 分析に掛 かる時

間 や費用の低減を目指し

ています。

風間 ふたば 教授

水 中 の 化 学 物 質 の 調

査､ 都 市の 河 川 水質 予

測､ 途上 国における簡易

水 質 浄化 方 法などにつ

いて 研 究 を続 け ていま

す｡ 環境教育にも長 年取

り組んでいます。

西田 継 教授

森林､ 農 地､ 都 市を流 れ

る栄養元素の量､病 原体

による地下 水汚 染のしく

み､水利用と病 気の関 係

などについて､ 山梨や 東

南アジアの流域で調査と

研究を行っています。

石平 博 准教授

数値 モデルや 衛星観 測

技 術を用 い て、世界 の

様々な地域における河川

流量を推定･ 予測 する方

法の開 発に取り組 んでい

ますO

島 弘幸 准教授

動 植物 が示す造 形美 に

注目し､ その｢ 形｣ が引き

起こす生 態機 能を｢物理

学｣ の視点 から解析 する

ことで､環境調和型の

新しい科学

技術を展開します

９

松本 潔 准教 授

微量 化学成 分の大気 環

境 中での 動 態につい て

フィールドでの観 測に 基

づく研 究を行い､これらの

成 分 が気 象や 気 候､ 生

態 系に与 える影 響の解

明を目指しています。

小 林 拓 准 教 授

海 の 汚 れ や 気 候 に 影 響

を与 える空 に 舞う微 粒 子

の 量 や 性 質 を､ 宇 宙 から

調 べる(リモ ートセンシング

とい います)ため の基 礎 的

な研 究を行ってい ます。

坂本 康 教授

雨による地 表 の物 質の

地 下 浸 透 や､ 地 下 水の

流 れに伴う汚 染 物 質の

拡 散など､地 下水の勣き

と水質との 関係を明らか

にするための研究を行っ

ています。

馬寵 純 助教

衛星･ 地理情 報と数値 モ

デルを駆使して､ 水 循環

と社 会の 関係 性 につい

て､ 流域 スケールと全 球

スケールの2 つの視点 か

ら研究を行っています。

●ｉ 秦［　化学　］地球科学|　生●学 十●卿岬:

御園生 拓 教授

生物と影響 の双方 向の

関係について基礎から応

用までの多 面的な研究を

行っています。

Ｏ 藻類と紫外線

○ 藻類による廃棄物処理

○ 人の心理と環境 他

岩田 智也 准教授

陸 一河川 一海 洋間 の物

質フローの経路とダイナ

ミクスを調べることで､ 流

域 における生物 群 集の

維 持機 構を明らかにして

ゆきます。

田中 靖浩 助 教

洗 剤 や農薬 などの汚 染

物質を分解できる微生物

をいろいろな環 境試料 か

ら探し出し､「環 境を守る

新しい技術 」の開発につ

なげるための研 究を行っ

ています。

ぐにI’ ぶ” ﾊﾞﾐ　浬･j咄E 巾・ ．ｕ;’

片岡 良太 助教

土 壌 微 生 物 の 機 能 を利

用 して 環 境 を制 御 するこ

とを目 標 に 研 究 を行 って

います｡ 室 内 実 験と屋 外

での 調 査･ 研 究 を互 い に

フィードバックさせながら自

然 の 実 態 に 肉 薄 したい と

考 えてい ます。

９
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生命環境学部地域社会システム学科mobile
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社会科学の総合的な知識と数理分析スキルを身につける

・ 地域社会システムの様々な構成要素と地域発展に関する基礎知識をしっかり学ぶ。

○経済学､経営学､法学､行政学､政治学など社会科学の基礎科目

○統計学､基礎数学など､計量的分析方法の基礎科目

○共生科学､生命科学､生物資源､環境科学など､自然との共生に関する科目

■経済学､ 経営学を

深く学ぶ。

○経済学の理論と

経済現象の分析方法

○経営学の理論と

企業経営の分析方法

・ 法 学 、政 治 学 を　

深 く 学 ぶ 。

○ 基本的 な法律知 識と

法学的 な分析方 法

○ 政治 学や行 政学 の

理論と政 策過程 の　

分析 方 法

・ 地 域 計 画 、数 理 分 析

ス キル を 深く学 ぶ 。

○ 地域計画 の理 論、

方 法､関 連計画や政策

Ｏ 統計学や経 済数学など、

計量 的な分析方法と　

管理方 法

■ 観 光 経 営･

観 光 政 策 を 学 ぶ 。

○ 観光 経営･観光 行政･　

観光政策 の理 論と手法

○観 光資 源を活 かした　

地 域づくりなど

・ 民 間 企業 や 行政 機 関など で地 域 社会 をマネ ジメントできる人 材になる 。

○国家公務員○地方公務員Ｏ一般企業(製造業､金融業､サービス業､観光産業､|丁など)

○シンクタンク○起業家○ＮＧＯ･ＮＰＯ○高校教員○大学院進学など

三元

考７ ごこ器 ご昌，

■地域社会システム学科で､ 学生は､地域社会のマネジメントに関する専門知識やス

キルを体系的に修得するとともに､地域に対する知識とグロ ーバルな知識を両立

させながら､幅広い視野から社会を[ マネジメント] する能力を身につけます。

・ また､観 光政策 科学特別コースに所属する学生は､地域社会システム学 科の 専門

科目 に加え､ 観光経営･ビジネス分野および観光行政･計画分 野の専門知識を 習得

できます。

■卒業後の進路として､民間企業･官公庁一地方自治体･公益法人･各種団体･大学院進

学など､幅広いものが期待できます。
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【経 済】公 共 経済 学

:経 営】国 際 経営 論、経営 戦略 論
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行政システムとの関わりにおいて理解し、その諸lj固 こ立ち向jiい、地域社会の繁栄

一法 律'|民 法1･ Ⅲ、企 業 法

E政 治 】行政 学、地方自 治論
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l計 画 エネルギーマネジメント、数理 計画法
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■ 附 属
農 場

甲 府 市 農 業 セ ン 夕
―

小 曲 試 験 圃 場 の
―

部 を 借 用 し て 作 ら れ た 総 面 積 約2.5ha の 農 場 で す｡ 山 梨 県

山梨大学にはいくつかの研究センタ ーがありますが､そのうち 発生工学研究センター･ワイン科学研究センター･国際流域環境研究センターの教員が生命環境学部の

教育に参加します｡これにより､最先端の研究の成果が教育の中に取り入れられますO

■ 発 生 工 学 研 究 セ ン タ ー

実験動物飼育室､マイクロマニピュレーション室､分子生物学実験室､ 細胞

培養実験室､ 細胞イメージング室等からなる研究施設です｡平成24 年の6 月

に 新しく でき た 施 設で す（２階 建 て８００削 ）。こ の 施設 で は 、遺 伝 子

（ＤＮＡ）、タン パク質､ 細胞､動物個体の各レベルにおいて質の高い 実践的

な教育研究を行うことができます。

■ ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー

国立大学唯一のワイン科学を専門に研究するセンターです｡60 年以上の歴史

があ０､日本のワイン科学の教育と研究の拠点になっています｡地域食物科学

科の｢ ワイン科 学特別コ ース｣ では､ワイン 造０に情熱を 抱合､ワイン業界を

リードできる高度な専門知識と技術を持つ人材を育てます。

２４

■
－

・ 国 際 流 域 環 境 研 究 セ ン タ ー

国内外の水問題､つま０水資源の枯渇､水災害､水環境の悪化､水に起因する病

気などに対応 するための研究を行っているセンターです｡ 環境科学科で､水資

源･水環境の計測･管理などの教育を担当します。



１

●生命環境学専攻は｢生命･食一環境･経営｣に関
する教育研究を目的とし､平成２８年４月に新設

されました。
自 然科学と社会科学の文理融合的アプロ

ーチで､人類にとって最も 普遍的で重 要な｢ 食と健
康｣およびr生命と環境jに関

わる諸問題の解決に貢 献できるエキスパート
を育成します｡本専攻では以 下のコース

を用意しています。

･バイオサイエンスコース …………… 生命科学
を基盤とした｢食と健康｣ 汀生命と環境｣に関する

教育研究
･食物･ワイン科学コース ………………ワイン

をモデルとしながら科学的に探求し､食品産業
を原料生産 。

加工･販売､安全から経営まで多面的に見渡 せる教育研究
･地域環境マネジメントコース ……… 環境･エ

ネルギー､地域経済･企業経営･行政に関する教
育研究

●｢ 食と健康｣および｢生命と環境｣に関
わる課題を､社会･経済･行政システムとの関わりで

とらえ､自然科学

の知識で理解一分析し､技術革新や政策によって解決する意欲をもつ人を求めます。

学　 部

● 生 命工学科

１ 地
域食物学科(ワイン科学特別コース)

ｌ 環境科学科

ｌ 地
域社会システム学科(観光政策科学特別コース)

ミ ー呻

大 学 院

バイオサイエンスコース

食物･ワイン科学コース

地域環境マネジメントコース

｜

討

饗

馳･

……1･i･･　.j

聡

●各学科では､学年ごとにクラス担当が決めら
れていて､学び方･生活などのアドバイスを行っています。

●大学での学び方についての授業科目(生命環境基礎ゼミなど)があります。

●数学一理科などの科目では､高校での勉強の復習から始まる基礎教育を行います。

●グループ学習･自習ができ､数学およ
び物理などの個別指導を受けられる学習支援室

があります。‾‾^^‘'‘ ゛`゛I゙ '゚  ゙ ゛゛'”“llXli゙゛゛'Ｊ °ｕ‘6)子百文理至刀'a15りまず　illll?; 
ｙ tj l :ﾐｽ jli

＼?爽jlS

その他のサポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
。

…

……　

〕4Lj4jS
屋

に=､jりliyl'

い
ぷ7功､ll

●広報活動などを通じて､保護者･出身高校と
のつながりを大事にしています｡保護者の方に

は､毎学期成績表をお送りしています。
●キャリアセンターでは､就職関係の資料

を整備するとともに､企業説明会､就職活動に役立
つ各種セミナーやガイダンスを開催し､就職活動の

お手伝いをしています。
●キャンパス全域に高速無線ＬＡＮ設備があり､インターネットが自由に使えます。
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観 光･ レ ジ ャ ー 王 国 山 梨

山 梨県 は｡世界的 な観 光名 所で

ある富士山 一富士五湖周辺をはじ

め､清 里高原や 南アルプスといっ

た､観 光一レジャースポットがいっ

ぱい｡四 季を問 わす楽しむことが

できるので､長期の休みはもちろ

ん､ 週末でも､ちょっと足をのばせ

ば､素 敵なロケ ーションの 中で。

心身とも にリフレッシュすること

ができます。

フ ル ー ツ と い え ば 山 梨

山梨県と言えばブドゥ､桃､そして

サクランボの 産地として全 国有

数なのはご存知だと思います｡桃

の生産日 本一を誇る山梨県 の笛

吹 市一宮 町では､ 毎年４月､桃 の

花が一 斉に咲き出し､桃色のじゅ

うた んを敷き 詰め たような風 景

が広がります。

美 味 し い 水･

日 照 時 間 が 長 い 山 梨

美 味しい 水も山梨県 が誇るも の

の一つ｡ 北社市の 尾白川など､ 県

内各地には美しい水を育む､ 清流

が点在し､ミネラルウォーターや

ソバなどの 物産も重要な 資源に

なって いま す｡さ らに､一日 の日

照時 間が長い 県としても 有名で

すO高 原に広がるひまわり畑で有

名な北 社市明野町は､｢日 照時間

日本一｣の町でもあります。
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山の手通りにある

喫茶 店｡ボリュー

ムたっぷりの食事

メニューも自慢。

へ 。ガス

●

汐 繋 ・

クスリのサンロｰ ド

言 ム．

遡

｜

●オギノ(ｽｰ ﾊﾟｰ)　

猷

轡

●万福楼(中華)

或
みくに画材店

昌ｒ 草・

戮 ｓ
ナイル(カレー) ●

凶

図
FIX(レストラン)●

新紺屋小

図

－-－
レストラン多 賀 ●

アキトコ ーヒー ●

ぷ昌k認坦 ≦4; と

昌匹 ヤ ち(む15

通

り

山 の 手 通 り

・

●つけ めん
ｅ

必

。

・ぱくり

甲府北口
二郵便局

ｌ

辿
甲 府 駅CELEO

甲府

ＮＨＫ甲府放 送局 ●

至竜王 ＪＲ中央 本 線



゛ 平成29年度　`

出身高校所在県別

入学者数

総合計156 人

劃
ｒ

募集 区分【前 期日程 】 �募集 人員 �志願 者数 �志 願倍 率

■
生 命工学 科 �30 �53（81 ）�1.8(2.7)

同
地域 食物 科 学科 �32 �84(118) �2.6(3.7)

H
ワイン 科学 特別コ ース �13 �49（52 ）

;こ曰
環境 科学 科 �25 �47(124) �1.9(5.0)

lil
地 域社 会シ ステ ム学 科 �43 �156(169) �3.6(3.9)

■
観 光政 策科 学特 別コ ース � １３ �75（74 ）

合　　　　　　 計 �130 �340(492) �2.6(3.8)

募 集区分【後 期日程 】 �募集 人員 �志願 者数 �志 願倍 率

■
生 命工 学科 � ５ �41（76 ）�8.2(15.2)

同
地 域食 物科 学科 � ５ �62（65 ）�12.4(13.6)

H
ワイン 科 学特 別コ ース

�ノ �ノ �ノ;互H
環境 科 学科 � ５ �37（60 ）�7.4(12.0)

lil
地域 社会シ ステム 学科 � ５ �70（73 ）�14.0(14.6)

■
観光 政策 科学 特別コ ース

�ノ �ノ �ノ
。　　　　　　　 計 �20 �210(274) �10.5(13.7)

※ワイン科学特別コースの人数(募集人員数と志願者数)は､それぞれ地域食物科学科前期日程の人数に､内数として含まれています。

※観光政策科学特別コースの人数(募集人員数と志願者数)は､それぞれ地域社会システム学科前期日程の人数に､内数として含まれています

学　科 �卒業者 �進　学 �就　 職 � 他 � 主な就職先

生命工学科 �35 �25 �10 �
０ �北海道庁､ 山梨大学､JR 東日本､ 秀英予備校､岡野薬品､浅田レディースクリニック、

キューピー醸造､貢川整形外科医院､山梨中央銀行､森永乳業､セルバンク､日本ハム

デリニュース､フタバ産業､シノテスト他�37 �25 � ８ � ４

地域食物科学科 �35 �18 �
１７ � ０ �西東京市役所､八王子市役所､三島市役所､あいち中央農業協同組合､ みなみ信州農

業協同組合、(独) 農畜産業振興機構､ 安曇野食品工房､塩山製作所､カゴメ､タカノ
フーズ､東海澱粉､八十二銀行､マッサワ､ユニオンチーズ､EJ サービス他�32 � １５ �16 � １

環境科学科 �30 �10 �
１９ � １ �

甲府市役所､藤枝市役所､豊川市役所､三島市役所､笛吹市消防本部､KOA 、
ヤマハ発動機､タクマ､ティージー情報ネットワーク､東京計装､東洋計器他

�25 � １１ � １４ � ０

地域社会システム学科 �36 �
２ �33 � １ �

山梨県庁､甲府市役所､警視庁､松本市役所､東京ガス山梨､東京国税局､山梨中央銀

行､富士急行.京セラコミュニケーションシステム､日本郵便､横河マニュフアクチヤリング他
�32 � １ �31 � ０

※上段 は平成27 年 度､ 下段 は平 成28 年 度の 人数
４４

－

－



些 些 蜷

この印刷物は､印刷用の峨ヘ
リサイクルできます。

W

新宿から甲府まで電車万最 速 ８ ３ 分 。意外と近いんです口

静岡駅から131 分。富士駅から１０４分。岡谷駅から５５分。

武田神社○

- － 四

新　宿⇒甲府駅 都心からだと､ 最速８３分。特急なら乗り換えなし。

9:００授業開始口
住 居 費 を か け ず 東 京 か ら 通 学 で き ま す 。

【特急】八王子07:29発→甲府08:28着

【普通】八王子t)6:57発→高尾07:04発→甲府08:38着

至松本

山 梨 県

至富士

冨士山

恥 卜I

愛 知 削

ンパス

中央自動車道

陥Ｆ 厚

賢一Ｍ 県 ≒

Ｓ ／

ｊ呻. り

静 I . ? 1 1 . 1

山 梨 県

Q　JR 中央線　特急｢あ ずさ｣又は｢かいじ｣で最速８３分

Ｑ　新宿駅南口｢パスタ新宿｣より最速119 分

名 古 屋 ⇒ 甲 府 駅 名 古 屋 か ら で も､ 特 急 に 乗 れ ば お よ そ ３ 時 間 。

Q　 ①JR 中央線(塩尻駅経由)／塩尻で特急｢しなの｣から特急Fあずさ｣に乗り換え､最短181 分

②東海道新幹線･JR身延線(静岡駅経由)／静岡で新幹線｢ひかり｣から特急｢ふじかわ｣に乗り換え､最短１９５分

Q　J 日名古屋駅前バスセンターより約２４０分

甲 府 駅 ⇒ 甲 府 キ ャン パ ス 甲 府 駅 か ら､ 信 玄 公 ゆ か り の 武 田 神 社 を 目 指 し て 歩 くこ と15 分 。

Ｑ　甲府駅北口２番バス乗り場より｢武田神社または積翠寺｣行き約５分､｢山梨大学｣下車

１　甲府駅北口より武田通りを北上､徒歩約15 分

-li －

φ1東 京⇒甲府キャンパス

首 都高新宿線から高井戸IC経由で中央自動車道:高井戸IC～甲 府昭和IC(高井

戸＝甲府昭和問約１時間２０分､113. ２ｋｍ)で下りて､一般道を北東の方角へ。

国道２０号線またはアルプス通り経由で約20 分

。・1 名 古 屋 ⇒ 甲 府 キ ャン パ ス

東名高速:名古屋IC～小牧ＪＣＴ～中央自動車道:甲府昭和IC(名古屋＝甲府昭和

間約３時間､２４５.４ｋｍ)で下りて､一般道を北東の方角へ｡国道２０号線または

アルプス通り経由で約２０分

勁 入lp

至東京方面

胃 ７

至新宿

UNIVERSITYOF ￥ へＭ ＡＮＡＳＨＩ － ＦＡＣＵＬＴＹ Ｏ ＦＬＩＦＥ ＡＮＤ ＥＮＶＩＲＯ ＮＭ ＥＮＴＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥＳ

勁彷竺生命環境学部
TEL.055-220-8803

〒400-8510 山梨県甲府市武田４丁目4-37

http:// ｗ ｗ ｗ.leｓ.yａｍａｎａshi.ａｃ.jp/
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